
・明度６以下を確保し、施工直後に置いても周囲の景観に良く馴染む　（明度・彩度）

・表面を小割石模様とし、適度な凹凸により陰影を設けている　（テクスチャー）

・胴込コンクリートを充填し各ブロックが一体となる構造

・0.5ｍ2/個(美山S）、0.559ｍ2/個（美山NS)と大型で、スピーディーな施工が可能

・各種勾配に対応できる美山Sと、5分水平積みで背面板もある美山NSの2タイプ

(河川護岸、道路擁壁、その他）

適用勾配 1：0.3～緩い勾配

背面形状 切土部、盛土部に適用可能

適用高さ 5ｍ程度まで（ブロック積みと同等）
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【適用範囲】

正面写真 施工写真

控え35ｃｍ練積ブロック
（明度6以下対応製品）
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製品規 格図

品名 規格 質量 胴込量 壁体質量(kg/m2) 備考
美山-S　A形 500×998×350 194 0.095 1：0.3～
美山-S　B形 500×499×350 97 0.046 2個/m2
美山-NS　A形 559×998×350 213 0.109 1:0.5水平～
美山-NS　B形 559×499×350 107 0.054 1.789個/m2

基礎ブロック　2ｍ 200×1990×750 420 0.056
基礎ブロック　1ｍ 200×990×750 209 0.028
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美山-S　1：0.3　断面例 美山-S　1：0.4　断面例

美山-S　1：0.5　断面例 美山-NS　1：0.5　断面例

参考断 面図



基礎ブロック（または基礎コンク
リート工）を設置する。
必要に応じて基礎砕石や均し
コンクリートを設置する。

ブロックを敷設し、製品背面に
抜き型枠をあて、裏込砕石を投
入し、胴込コンクリートを打設す
る。
その際製品天端より少し下がっ
た位置で打ち止める。

上記作業を繰り返していき、所
定の位置に水抜きパイプを設
置する。
製品前面はノックアウト部（薄
い部分）をハンマー等で割り設
置する。

調整コンクリート、天端コンク
リートを施工し、作業完了。

美山-S施工要領



基礎ブロック（または基礎コンク
リート工）を設置する。
必要に応じて基礎砕石や均し
コンクリートを設置する。

ブロックを敷設し、裏込砕石を
投入し、胴込コンクリートを打設
する。
その際製品天端より少し下がっ
た位置で打ち止める。

上記作業を繰り返していき、所
定の位置に水抜きパイプを設
置する。
製品前面、背面共にノックアウ
ト部（薄い部分）をハンマー等で
割り設置する。

調整コンクリート、天端コンク
リートを施工し、作業完了。

美山-NS施工要領



施工写真



施工写真、証明書


